
鷺
畑
山
古
墳
の
２
号
墳

の
発
掘
調
査
報
告
会
が
６

日
、
現
地
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

発
掘
は
、
こ
れ
ま
で
も

測
量
調
査
な
ど
を
お
こ
な

っ
て
き
た
東
北
芸
術
工
科

大
学
考
古
学
研
究
室
の
北

野
博
司
教
授
と
学
生
等
で

す
。

出
土
品
か
ら
判
断

調
査
の
結
果
、
東
西
15

・
０
㍍×

南
北

・
３
㍍
、

16

高
さ
３
・
３
㍍
（
東
側
）

の
南
北
に
長
い
「
方
墳
」

で
、
規
模
の
割
に
高
い
墳

丘
で
あ
る
こ
と
。

北
か
ら
の
眺
望
が
良
く
、

北
側
に
集
落
な
ど
当
時
の

生
活
圏
が
あ
る
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
。

墳
丘
は
、
西
側
が
溝
状

に
掘
ら
れ
、
北
側
と
南
側

は
地
山
（
自
然
の
ま
ま
の

地
盤
）
が
削
り
出
し
さ
れ
、

東
側
に
盛
土
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

第
１
、
第
２
ト
レ
ン
チ

（
発
掘
溝
）
で
約
１
１
０

点
の
土
器
と
石
鏃
な
ど
が

や
じ
り

出
土
し
、
縄
文
土
器
が
多

数
で
、
土
師
器
片
や
古
代

の
須
恵
器
等
２
点
も
出
た

こ
と
。

第
２
ト
レ
ン
チ
の
溝
上

面
か
ら
土
師
器
の
「
二
重

口
緑
壺（
こ
う
え
ん
つ
ぼ
）」

の
口
部
分
の
破
片
が
出
た

こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
の

前
期
古
墳
か
ら
出
土
す
る

も
の
と
同
様
で
あ
り
、
築

造
時
期
を
４
世
紀
前
か
ら

中
ご
ろ
と
判
断
し
た
こ
と
。

前
期
古
墳
で
は
日
本
海

側
の
最
北
端
に
位
置
す
る

も
の
と
な
り
、
当
時
、
大

和
朝
廷
の
古
墳
文
化
の
祭

式
を
受
け
入
れ
た
有
力
集

団
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
貴
重
な
も
の
で

あ
る
と
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
北
緑
の
前
期

古
墳
は
、
新
潟
県
胎
内
市

の
「
城
（
じ
ょ
う
）
の
山

古
墳
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
鷺
畑
山
古
墳
１

号
の
発
掘
調
査
は
、
東
田

川
文
化
記
念
館
郷
土
研
究

サ
ー
ク
ル
と
庄
内
考
古
学

会
を
主
体
と
し
た
発
掘
調

査
会
（
会
長
・
川
崎
利
夫
）

が
結
成
さ
れ
、
第
１
次
が

昨
年
９
月
、
第
２
次
調
査

が
今
年
６
月
に
お
こ
な
わ

れ
、
直
径

㍍
、
高
さ
４

26

㍍
の
「
円
墳
」
と
確
定
し
、

１
号
墳
は
５
世
紀
に
築
造

さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て

い
ま
す
。
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配布者にご連絡下さい
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東北芸工大の北野博司教授が説明

全国各地の前期古墳から出土する「二重口

緑壺」の口部分の破片が出土

加
藤
鉱
一
議
員
は
９
月

議
会
一
般
質
問
で
５
日
、

「
旧
東
田
川
郡
役
所
と
郡

会
議
事
堂
を
県
指
定
の
有

形
文
化
財
か
ら
国
指
定
に

格
上
げ
を
諮
れ
な
い
か
」

と
質
問
し
ま
し
た
。

文
化
庁
が
今
年
３
月
に

発
行
し
た
「
近
代
遺
跡
調

査
報
告
書
」
で
、
全
国
の

郡
政
か
ら
３
つ
選
ば
れ
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
旧
東

田
川
郡
役
所
及
び
郡
会
議

事
堂
で
、
特
に
巻
頭
写
真

と
し
て
掲
載
さ
れ
評
価
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

明
治

年
に
新
築

20
教
育
部
長
は
、「
現
在
の

郡
役
所
の
建
物
は
、
明
治

年
の
火
災
に
よ
り
消
失

19し
た
後
に
、
明
治

年
に

20

新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

郡
制
が
廃
止
さ
れ
た
大

正

年
ま
で
郡
役
所
と
し

15
て
の
役
割
を
果
た
し
、
そ

の
後
、
郡
の
農
会
の
事
務

室
と
し
て
使
用
さ
れ
、
昭

和

年
か
ら
現
在
の
藤
島

18
庁
舎
が
新
築
さ
れ
る
昭
和

年
ま
で
藤
島
町
役
場
と

59し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。

東
田
川
郡
会
議
事
堂
は
、

大
正
４
年
に
発
刊
さ
れ
た

「
庄
内
案
内
記
」
に
明
治

年
に
改
築
さ
れ
た
と
記

36載
が
あ
る
。

昭
和

年
に
現
在
の
藤

59

島
庁
舎
が
新
築
さ
れ
る
ま

で
藤
島
町
の
議
会
事
務
局
、

教
育
委
員
会
事
務
局
等
で

使
用
さ
れ
て
き
た
。

国
の
調
査
に
協
力
、
情

報
等
の
提
供
に
努
め
る

２
つ
の
建
物
は
、
昭
和

年
に
藤
島
町
の
有
形
文

60化
財
に
、
昭
和

年
に
県

63

の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
平
成
元
年
か
ら
７
年

度
ま
で
県
の
補
助
を
受
け

な
が
ら
解
体
保
存
修
理
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

平
成
８
年
に
、
隣
接
す

る
東
田
川
電
気
事
業
組
合

倉
庫
を
含
め
て
東
田
川
文

化
記
念
館
と
し
て
開
館
し
、

多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

「
近
代
遺
跡
調
査
報
告

書
」
に
は
、「
建
築
当
時
の

場
所
に
移
築
さ
れ
ず
に
現

存
し
て
い
る
の
は
県
内
で

唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
建

造
物
と
し
て
の
文
化
的
価

値
の
み
な
ら
ず
歴
史
を
語

る
史
跡
と
し
て
大
変
意
義

が
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。

国
の
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
は
、
文
化
審
議
会
の

答
申
に
お
い
て
指
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
市
と
し

て
は
郡
制
時
代
の
東
田
川

郡
の
歴
史
を
含
め
、
建
造

物
の
歴
史
と
そ
の
価
値
に

つ
い
て
掘
り
起
こ
し
に
努

め
、
国
の
調
査
に
積
極
的

に
協
力
、
情
報
等
の
提
供

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。



９
月
３
日
第
２
次
安
倍

内
閣
が
発
足
し
た
。
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
は
多
様
な
角
度

か
ら
論
調
し
て
い
る
。
英

国
の
あ
る
新
聞
は
「
４
番

目
の
矢
と
し
て
軍
国
主
義

が
復
活
し
な
い
よ
う
に
願

い
た
い
」
と
注
文
し
て
い

る
と
い
う
。
９
月
６
日
付

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
は
「
安
倍

内
閣
『
日
本
会
議
』」
が
占

拠
」
と
い
う
一
面
ト
ッ
プ

記
事
で
あ
る
。
日
本
会
議

は
日
本
の
侵
略
戦
争
を
正

当
化
す
る
改
憲
・
右
翼
団

体
で
、
こ
れ
を
支
援
す
る

「
日
本
会
議
国
会
議
員
懇

談
会
」
が
あ
る
。
そ
れ
に

閣
僚

人
の
う
ち

人
が

19

15

所
属
し
て
い
る
と
い
う
の

だ
。
安
倍
首
相
は
特
別
顧

問
、
高
市
早
苗
総
務
相
は

副
会
長
、
そ
の
他
多
く
が

役
員
に
な
っ
て
い
る
。

過
去
最
多
の
５
人
の「
輝

く
」
女
性
が
入
閣
し
た
。

そ
の
一
人
有
村
治
子
女
性

活
躍
相
は
、
昨
年
の
参
院

選
で
日
本
会
議
推
薦
を
受

け
て
当
選
。
日
本
会
議
発

行
の
月
刊
誌
『
日
本
の
息

吹
』
に
、「
万
世
一
系
の
国

柄
を
次
世
代
に
」
の
テ
ー

マ
で
、「
戦
後
の
教
科
書
か

ら
は
、
万
世
一
系
と
い
う

言
葉
は
消
え
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
始
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
な
ど
と

書
き
、
臆
面
も
な
く
天
皇

中
心
の
「
日
本
の
国
柄
」

を
教
育
に
持
ち
込
む
狙
い

を
語
っ
て
い
る
。
本
来
な

ら
首
が
飛
ぶ
発
言
で
あ
ろ

う
。盟

友
と
す
る
米
国
さ
え

「
安
倍
氏
は
戦
時
中
の
行

為
に
つ
い
て
、
日
本
は
不

当
な
批
判
を
受
け
て
い
る

と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
連
携
」

と
い
い
、
日
本
会
議
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
ご
退
陣
願
い
た
い

も
の
だ
。

第
２
次
安
倍
改
造
内
閣
発
足

「
万
世
一
系
の
国
柄
を
次
世
代
に
」

こ
ん
な
人
が
女
性
活
躍
相

改
造
で
な
く
退
陣
を

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

ス
ケ
ー
ル
デ
メ
リ
ッ
ト

ま
た
も
歌
か
ら
。
ミ
ノ

着
て
カ
サ
着
て
ク
ワ
持
っ

て
…
…
知
っ
て
る
人
は
少

な
い
と
思
う
が
、
今
年
も

豊
年
満
作
で
お
米
が
沢
山

獲
れ
る
よ
う
、
と
続
く
働

く
こ
と
を
讃
え
る
歌
だ
。

▼
一
生
懸
命
が
稔
っ
て
刈

り
取
り
を
前
に
し
た
先
日
、

農
協
の
集
落
座
談
会
が
あ

っ
た
。
半
世
紀
前
、
俺
が

代
の
頃
は
３
反
歩
し
か

20な
い
我
が
家
も
入
れ
て
、

実
行
組
合
は

戸
を
越
え

20

て
い
た
が
、
米
づ
く
り
は

今

戸
足
ら
ず
だ
。
そ
の

10
分
集
約
化
さ
れ
て
大
規
模

経
営
に
な
っ
た
の
だ
が
。

▼
農
協
の
資
料
で
は
、
藤

島
支
所
が
取
り
扱
う
販
売

が
対
前
年
で
１
億
円
も
減

っ
て
い
る
。
こ
れ
も
心
配

だ
が
一
番
の
心
配
は
米
価

が
ナ
ン
ボ
に
な
る
か
だ
。

▼
何
年
か
前
ま
で
は
、
国

が
国
民
の
胃
袋
に
責
任
を

負
い
農
家
の
経
営
に
も
責

任
を
持
つ
食
糧
管
理
法
が

あ
っ
て
、
米
は
食
糧
だ
っ

た
が
、
法
律
が
な
く
な
り

国
は
責
任
を
放
棄
し
た
。

▼
だ
か
ら
安
心
し
て
米
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
ら
、

跡
取
り
が
い
な
く
高
齢
化

が
進
む
状
況
が
続
く
。

▼
今
は
技
術
が
確
立
し
、

㌃
（
１
反
歩
）
で

俵

10

10

は
獲
れ
る
が
、

万
円
以

10

下
に
な
る
か
心
配
さ
れ
て

い
る
。

▼
規
模
拡
大
は
当
然
小
作

が
あ
る
か
ら
、
１
万
数
千

円
の
小
作
料
を
払
い
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
は
払
っ
て
い

な
い
と
い
う
消
費
税
を
納

め
、
肥
料
・
防
除
・
償
却

・
水
利
費
と
引
け
ば
残
ら

な
い
。

▼
国
が
進
め
る
大
規
模
化

の
実
態
が
コ
レ
だ
。
誰
か

の
話
の
中
で
ス
ケ
ー
ル
デ

メ
リ
ッ
ト
と
話
さ
れ
、
新

造
語
か
、
と
い
う
声
が
あ

っ
た
が
正
に
そ
の
通
り
な

の
だ
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
説
い
て
き
た
が
そ
れ

に
デ
が
入
る
結
果
に
。

▼
み
ん
な
で
考
え
よ
う
。

今
で
も
米
を
輸
入
し
て
い

る
。
ど
う
す
れ
ば
米
農
家

を
守
れ
る
か
。
買
っ
て
食

べ
る
米
は
安
く
は
な
ら
な

い
ん
だ
し
。（
石
川
）

しんぶん赤旗9月6日付

加
藤
鉱
一
議
員
は
９
月

議
会
一
般
質
問
で
５
日
、

「
福
祉
灯
油
の
制
度
化
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

冬
期
間
、
灯
油
購
入

助
成
を

問

こ
れ
か
ら
ま
た
厳
し

い
冬
を
迎
え
る
が
、
灯
油

価
格
は
１
㍑
当
た
り
１
０

０
円
を
超
え
高
止
ま
り
し

て
い
る
。

年
前
は

円
台
だ
っ

10

40

た
の
で
、
高
齢
者
や
生
活

困
窮
者
が
「
灯
油
代
が
高

く
て
や
っ
て
い
け
な
い
」

と
訴
え
て
い
る
。

今
年
は
年
金
の
切
り
下

げ
や
消
費
税
増
税
で
い
っ

そ
う
暮
ら
し
困
難
が
拡
大

し
て
い
る
。

福
祉
灯
油
の
制
度
化
で
、

高
齢
者
世
帯
や
生
活
困
窮

世
帯
に
冬
期
間
、
灯
油
購

入
助
成
を
実
現
で
き
な
い

か
。

急
激
な
変
動
に
対
応

困
難
な
場
合
に

健
康
福
祉
部
長

昨
年
12

月
の
定
例
会
、
本
年
３
月

の
定
例
会
で
実
施
の
有
無

に
関
し
て
質
問
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
実
施
を
し
な
い

考
え
で
あ
る
と
答
え
た
。

理
由
は
第
１
に
、
灯
油

価
格
は
少
し
ず
つ
は
値
上

が
り
は
し
て
い
る
も
の
の
、

福
祉
灯
油
を
実
施
し
た
平

成

、

年
度
の
よ
う
に

19

20

価
格
が
急
騰
す
る
ま
で
に

は
至
ら
ず
、
あ
る
程
度
予

想
さ
れ
る
範
囲
内
の
値
上

が
り
で
あ
る
。

ま
た
福
祉
灯
油
を
実
施

し
た
背
景
に
は
、
急
激
な

経
済
変
動
に
対
応
す
る
こ

と
が
困
難
な
低
所
得
で
、

高
齢
、
障
害
、
一
人
親
世

帯
な
ど
の
生
活
支
援
、
不

安
解
消
に
資
す
る
た
め
と

い
う
経
過
が
あ
る
。

第
２
に
、
本
市
の
財
政

事
情
と
し
て
扶
助
費
が
増

加
し
て
お
り
、
現
行
の
サ

ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
実
施
事

業
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

福
祉
灯
油
は
、
灯
油
等

価
格
の
急
騰
へ
の
激
変
緩

和
対
策
と
し
て
単
年
度
ご

と
臨
時
的
に
実
施
し
た
事

業
で
あ
り
、
通
常
事
業
と

し
て
福
祉
灯
油
を
制
度
化

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

問

生
活
困
窮
者
の
暮
ら

し
の
実
態
と
灯
油
価
格
の

高
止
ま
り
の
現
実
か
ら
判

断
す
べ
き
だ
。

市
長

基
本
的
に
は
国
が

行
う
べ
き
で
あ
り
、
機
会

が
あ
れ
ば
国
に
申
し
上
げ

て
い
く
。


